






は Lめに

　心身障害児の処置歯率は通常児に比して大差のない点が,゛療育相談におけ

る歯科領域の役割〝の中で指摘されたが,その値はきわめて低いことは明白で

ある。云い換えれば,歯科受診の機会はきわめて乏しいことを意味している。

　心身障害児の歯科治療の困難さは周知であって,多くの歯科領域の報告書に

指摘されてきている。心身障害児の歯科治療は健常児の場合に比して,はるか

に配慮し,対応しなければならない問題点が多い。すなわち,歯科治療の給付に

際して,障害によって惹起されている患児のもつ,心理的条件,身体機能上の問

題,歯科治療時による侵襲を受けとめる患児の病態生理的な条件に対する配慮

が必要である。


